
看護実践能力 組織的役割遂行能力 自己教育・研究能力 日時・場所 4月 5月 6月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

日・時間 4/5  4/6 5月17日 6月21日 10月18日 11月15日 12月17日 1月21日 2月21日 3月28日

(プリセプター参加）

日・時間

日・時間

日・時間

研修名 4月 5月 6月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

＊新卒者のラダーⅠは時間内の集合研修とする

＊参加は必須とする

＊参加要件：研修前課題が終了していること

＊ラダーⅠ～Ⅲ研修は必須とし、Ⅳは自己研鑽とする

＊専門領域は自己研鑽とする

＊前年度Candylink５H以下の非常勤看護師はID がなくなるため師長・主任のIDで研修する

＊ラダーⅢ・Ⅳについては個々の役割や委員会メンバーとして必要な項目を目標面接でピックアップし、必須で終了するものを明確にする

7月

退院支援・調整

症例カンファレンス

SCU・HCU

症例カンファレンス

手術室

症例カンファレンス

SCU/HCU

症例カンファレンス

急性期

臨
床
カ
ン
フ

ァ

レ
ン
ス

医療チームの一員とし
て看護役割を果たす

総
合
診
療
科

呼吸・循環・代謝のフィ
ジカルアセスメント、クリ
ティカルケアが実践でき

る

症例カンファレンス

急性期

症例カンファレンス

外来

症例カンファレンス

外来

症例カンファレンス

手術室

症例カンファレンス

SCU/HCU

症例カンファレンス

地域包括

症例カンファレンス

地域包括

BLS

第3（火）：
8：30～8：45

【月イチゼミ】伝わる
身につく「教える技術」

【指導者向けコンテン
ツ】

ステップ1～５
リーダーシップ・メン

バーシップ

脳神経外科疾患患者に予測性を持った個別的
な看護展開ができる

脳神経外科看護の専門性の高い知識や技術を
持ち看護実践モデルとなる

症例カンファレンス

急性期

①プリセプター活動における自己の課題と対策を明確にできる
②プリセプターとしての活動を振り返り、これからの自己の課題を
明確にできる
③次年度のプリセプターとしての役割を果たすために必要な、基礎
知識を習得することができる

脳
神
経

外
科
研
修

専
門
領
域

整
形
外
科
研
修

プ
リ
セ
プ
タ
ー

整形外科の疾患・治療
に対する専門性を高め

看護実践できる

プリセプター①

【月イチゼミ】
看護研究　進めかたと

支援の仕方

整形外科研修
大腿骨頚部骨折
について治療と看護

プリセプター②

【師長の実務レッスン】
ベッドコントロールと退

院支援

【看護の実際】急変対応

【Movie】人工呼吸

【月イチゼミ】
今日からできる救急初期対応
押さえどころはコレ！病棟でよ
くみる急変症状のアセスメント

ラ
ダ
ー

Ⅳ

7月

【マネジメントを磨く】
リーダー＆師長の〝実

践゛クイズ

【問題解決・思考する】
マネジメント

：フレームワーク思考①

【退院支援・在宅療養支援】
場面から学ぶ退院支援

【問題解決の基本・思考スキ
ル】【師長の実務レッスン】

カンファレンス

患者安全・働きやすい
職場環境づくり

１研修：基礎

2研修：
アセスメント

3研修：
看護展開

4研修：
院内認定

脳神経外科看護の基礎知識を習得する

研修のねらい

脳画像や神経症状の観察からアセスメントがで
きる

ラ
ダ
ー

Ⅰ

助言を得て基本的
な看護手順に従
い、安全に看護実
践できる

役割として、チームメ
ンバー・受け持ち看
護師・部署の係のメン
バー役割遂行能力と
して、組織の一員とし
ての自覚を持ち、組
織の方針を理解でき
る。

専門職としての自
覚を持ち、学習習
慣を身につける

ラ
ダ
ー

Ⅱ

ラ
ダ
ー

Ⅲ

ケアの受け手に応
じた看護が単独で
実践できる
（標準的な看護計
画に基づき自立し
て看護を実践す
る）

役割として、チームメ
ンバー、日常業務
リーダー、部署の係
のメンバー
役割遂行能力として
は、医療チームの一
員として、メンバー
シップが発揮できる。

常に課題を持ち、
新しい知識・技術
の習得ができる

ケアの受け手に合
う個別的な看護を
実践できる

役割として、チームメ
ンバー、リーダー、日
常業務リーダー、学
生指導、部署の係の
リーダー、看護部・病
院内の委員会メン
バー遂行能力として
は、あらゆる面で予
見行動がとれ、チー
ム医療に協働できる

継続的に新しい知
識・技術を習得
し、主体的に研究
活動ができる

2021年度　研　修　計　画　

区分

整形外科研修
TKAについて

ACLS

【感染対策】【安全管
理】

【看護師としての心得】
【看護技術①】

身体の清潔と服装の調
整

【看護手順PLUS】
１・5・23

【月イチゼミ】
患者とのコミュニケー
ションスキルとマインド

Candy Link

【看護技術①】
食事の介助

【看護技術①】
体位変換・患者の移動
介助・生活環境の整備

【看護技術②】
経管栄養

【看護手順PLUS】
2

【看護技術②】
生体モニター・検査
【看護技術②】注

射・輸液とルート管理・
検体採取と管理・経口

与薬・検査

【看護手順PLUS】
14・21

【月イチゼミ】
ベッドサイドに強くな
る！心電図の読み方

【人間力を高める】

コミュニケーション
（メンバー・リーダー）

【看護技術①】
ドレーン管理・注意が必
要な薬剤（治療薬）・吸

引・酸素療法

【看護手順PLUS】
6・7

【問題解決・思考する】
組織づくり：フレーム

ワーク思考②

12カ月フォロ
ーアップ研修

【高齢者に多い疾患
と特徴】

整形外科研修
ポジショニング・装具・
牽引療法

PDCAサイクルの中
での

役割成果発表

整形外科研修
橈骨・足関節（下肢）骨
折
について治療と看護

【問題解決・思考する】
フレームワーク思考⑥

⑦
看護倫理

看護倫理

【医療制度・経営を知
る】

【月イチゼミ】
地域包括ケア時代に輝
く！病院の在宅支援と

看護師の役割

【師長の実務レッス
ン】

師長の仕事・勤務表
作成

【師長の実務レッスン】
労務管理

【問題解決・思考する】
人材育成　フレーム

ワーク思考③

第4（水）

【マネジメントを磨く】
医療・看護情報の管
理

【問題解決・思考する】
フレームワーク思考④

⑤

【指導者向けコンテ
ツ】ステップ１～５

まとめ
評価

次期プリセプター
対象

リーダーⅡ発表
自己の活動成果

【看護手順PLUS】
8

【月イチゼミ】医療安
全：職員間のコミュ
ニケーションを高め
るノンテクニカルス

キル

【月イチゼミ】
今日からできる救急初

期対応
看護師が一生使える！
フィジカルアセスメント

講座

ケーススタディ発表

【認知症・うつ病・
せん妄】

【看護師としての役割】
再：情報の取り扱い

【月イチゼミ】医療安全
研修：せん妄予防の

エッセンス

【看護技術】①患者の
苦痛や不快の緩和

【看護技術②】
創傷処置と管理

【看護手順PLUS】
11

【月イチゼミ】褥瘡：高齢
者のスキン-テア

看護倫理
現場に活かす臨床倫理

の考え方
臨床倫理シートでの事

例分析

褥瘡ケア

退院支援ラダーⅠ
退院支援の基本

看護過程
看護記録

【月イチゼミ】
医療と介護の連携：病
院ナースの役割とは？

高齢者の特性と
看護

第2（火）

各チームリーダー、部
署係のリーダー、院内
会議リーダーとしての

役割

【看護の実際】退院を見
据えた看護・退院指導
【退院支援・在宅療養
支援】退院支援の基礎

【月イチゼミ】
退院支援：在宅の視点
をもてば病棟看護師は

どう変わる？

退院支援ラダーⅡ
実践

【認知症・うつ・せん妄】

【月イチゼミ】
医療安全：せん妄予防

のエッセンス

ケーススタディとは

第3（月）

幅広い視野で予
測的判断を持ち看
護を実践する

研修のねらい

Candy Link

【自己研鑽する】

【月イチゼミ】看護研究
進めかたと支援の仕方

【月イチゼミ」医療従事
者のためのメンタルヘ

ルス講座

【組織で協働する】再：
リーダーシップ・メン
バーシップ

看護研究の基礎
実践に向けて

獲得した知識や研
究結果を実践に
活かし、更に課題
設定をし、幅広く
教育指導ができる Candy Link

役割として、師長代
行、学生指導、看護
研究支援、主任会・
院内委員会メンバー
遂行能力としては、あ
らゆる面で予見行動
がとれ、チーム医療
推進にリーダーシップ
を取り課題提案がで
きる

Candy Link

【月イチゼミ】世代別・
キャリア別ナースの輝

きポイントはここ！
あなたは”自分の看護”

を語っていますか？

目標管理 看護研究

　

【看護の実際】急変対
応

【看護手順PLUS】
17

【月イチゼミ】今日から
できる救急初期対応

【退院支援・在宅療養
支援】地域包括システ
ム・患者状態から考え

る退院支援

【月イチゼミ】
患者・家族を支えよう！
事例でわかる退院支

援・在宅療養支援

退院支援ラダーⅢ
多職種との連携と

リーダーシップ

ME機器（輸液ポンプ・シ
リンジポンプ・心電図モ

ニター）

経管栄養
（1時間）

摂食嚥下

6か月フォローアップ研
修

【看護技術①】
人工呼吸

【看護技術②】
ドレーン管理

輸血
注意が必要な薬剤
【看護手順PLUS】

15

導尿・尿道カテーテル

【月イチゼミ】
まずは自分！チームで
の人間関係の作り方

職業人・組織人として
看護必要度　看護倫理

記録・報告
医療安全
感染管理

吸引

酸素療法

２カ月フォロー
アップ研修

（リフレッシュ
研修）

点滴・採血・与
薬・血糖測定

【看護師としての心得】
仕事の進め方
【看護の実際】

入院時の看護・夜勤時の看
護・術前術後看護

【看護手順PLUS】
12・13・20

【月イチゼミ】
医療従事者のためのメンタル

ヘルス講座

【高齢者によくある症
状】

 【月イチゼミ】医療安
全：病院の「医療安全

力」を高めよう！

【l高齢者に多い疾患と
特徴】

【月イチゼミ】いつもの
見方が通じない？高齢

者の急変対応

【l高齢者に多い疾患と
特徴】

【月イチゼミ】
看護師のキャリア交差

点

看護倫理

【臨床ベーシック】
看護倫理

情報の取り扱い
看護師と学習

患者・家族とのコミュニ
ケーション

多重課題

体位変換・ポジショニン
グ・移乗
（2時間）

【看護技術①】
排泄の介助

【看護技術②】
フィジカルアセスメント

【看護手順PLUS】
3


